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倫倫
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研研
究究
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規規
約約  

 

第
一
条
（
名
称
） 

本
会
は
筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
と
称
す

る
。 

 

第
二
条
（
目
的
） 

本
会
は
倫
理
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
そ
の

普
及
を
目
的
と
す
る
。 

 

第
三
条
（
所
在
地
） 

本
会
の
事
務
局
は
筑
波
大
学
大
学
院
人

文
社
会
科
学
研
究
科
哲
学
・
思
想
専
攻
内
に
置
く
。 

 

第
四
条
（
事
業
） 

本
会
は
以
下
の
事
業
を
行
う
。 

一
、
研
究
会
の
開
催 

二
、
機
関
紙
『
倫
理
学
』
の
発
行 

三
、
そ
の
他
必
要
な
事
項 

 

第
五
条
（
会
員
） 

本
会
は
以
下
の
者
を
会
員
と
す
る
。 

一
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
文
理
科
大
学
、

東
京
教
育
大
学
、
筑
波
大
学
の
教
員
、
教
員
で
あ

っ
た
者
、
卒
業
生
で
入
会
を
希
望
す
る
者
。 

二
、
筑
波
大
学
の
大
学
院
生
、
大
学
院
生
で
あ
っ

た
者
で
入
会
を
希
望
す
る
者
。 

三
、
会
員
の
紹
介
に
よ
り
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同

し
入
会
を
希
望
す
る
者
。 

 

第
六
条
（
会
費
） 

会
員
は
会
費
（
年
額
四
千
円
、
院
生 

会
員
は
三
千
円
）
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
七
条
（
年
度
） 

本
研
究
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日 

よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。 

 

第
八
条
（
役
員
） 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。 

会
長 

一
名 

本
会
を
代
表
す
る
。 

幹
事 

一
名 

会
務
を
処
理
す
る
。 

会
計 

一
名 

会
計
を
行
う
。 

監
事 

一
名 

会
計
を
監
査
す
る
。 

 

第
九
条
（
規
約
改
正
） 

本
規
約
の
改
正
は
総
会
の
決
議
に
よ

る
。 

 
附
則 
本
規
約
は
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
六
日
よ
り
施
行
す
る
。 
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